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れたネットワーク環境にまで至って

いなかった。そこで同病院は、ネッ

トワークをさらに患者主体の利用へ

と発展させるために、NTTドコモ

が提供するFOMAならではの電子

認証サービス「FirstPass」を導入

することにした。

ICカードに代わるツールとして、

同病院「PLANET」運用スタッフ

が「FirstPass」を選択した理由と

して、ICカードリーダーがなくて

も、自分の携帯電話からネットワー

クにアクセスできること、しかもセ

キュリティ面でも信頼性が高いこ

と、ICカードと同じ認証システム

であるPKI方式を使用していたこ

と等がある。

「FirstPass」はPKI技術を活用し

たFOMAの電子認証サービスであ

る。SSL・PKIのインターネット

標準技術を採用しているので、セキ

ュリティが強化され「なりすまし」

などの被害を受けることが少なくな

り、より安全で信頼性の高いデータ

通信が可能となる。面倒な入力が必

要なく、携帯電話やパソコン上で、

簡単に認証が行える。同サービスは

全国のFOMA利用可能エリアを網

ている。カルテ情報は、個人情報の

中でも特に慎重な扱いが求められる

分野であり、最高レベルのセキュリ

ティ対策が成されている。

同病院では 2002年に患者が自宅

からカルテ情報の紹介や自己記録を

入力できる医療情報システム

「PLANET」を構築した。このシス

テムは、患者中心の医療情報を、生

涯にわたって地球上どこでも継続し

て活用できる「患者参加型医療」を

ネットワークで実現している。当初、

同システムは ICカードで患者本人

であることを確認した上で、インタ

ーネットに接続しているパソコンに

より、カルテの内容を見ることがで

きる仕組みを採用。自宅のパソコン

からカルテを閲覧できる患者は

500名を超えた。しかし、すべての

患者がパソコンや ICカードを読み

込むカードリーダーを持っていると

は限らない。そこで、同病院は、医

療機関や公共施設など約 15ヵ所に

患者用カルテ端末を設置している。

しかし依然として自宅のパソコンか

らカルテを閲覧しようとすると、リ

ーダーの設定に人手がかかり、IC

カードとカードリーダーの費用もか

かるという課題もあった。このよう

に、オープンでセキュアな医療情報

ネットワークを実現しながら、本来

中心となる患者の使い勝手が意識さ

今回は、南房総地域医療ネットワ

ーク「PLANET」におけるFOMA

の電子認証サービス「FirstPass」

を活用した、より身近な医療情報ネ

ットワークを紹介する。

「患者中心の医療」を実践する最

先端の医療機関として知られている

亀田メディカルセンターは、千葉県

鴨川市で、医療全般にわたって

ISO9001の認証を受けるなど、積極

的に医療の質の向上に取り組んでい

る。また同病院は、徹底した医療情

報の電子化を推進していることでも

知られている。1995年には、世界

に先駆けて電子カルテ・システムの

本格運用を開始し、その翌年には電

子カルテの特性を活かすために十数

ヵ所の医療施設を ISDN回線で結

び、医療機関同士がデータ連携でき

る「地域医療情報ネットワーク」を

構築した。これにより、患者が転院

しても継続した医療サービスを提供

できるようになり、さらにこのネッ

トワークは、経済産業省による電子

カルテ・モデルプロジェクトとし

て、2001年にインターネット上で

稼働を開始している。現在、千葉県

内を中心に4病院14診療所が参加し

患者主体の医療を提供するために
FOMAで利便性を向上

簡単操作で高セキュアなアクセスを
実現する「FirstPass」



羅しており、FirstPass対応の機種

であればFOMAの iモードメニュー

内から簡単な操作で申し込むことが

でき、インターネット接続環境があ

ればどこからでも利用することが可

能である。ユーザー証明書の利用に

より、シンプルな操作でパスワード

認証のみよりも安全性の向上したイ

ンターネットアクセスを実現してい

る。もちろん、FOMAだけでなく

パソコンユーザーへも同様のサービ

スが提供できるので、ユーザーの操

作性やサイトの利用率の向上に効果

的である。

今回のシステム構築において、同

病院はFOMAでカルテを見たり、

体温や血圧、血糖値など、日々の健

康状態を入力したりできるように、

専用のWebサイトを開設した。慢

性疾患や持病を抱えて外出を躊躇し

ていた人たちにも朗報となる。旅先

で診療を受ける場合でも、出向いた

先の病院の医師にFOMAのカルテ

情報を見せて適切な治療を受けるこ

とが可能であり、大きな画面でカル

テを見たい場合は、FOMAをUSB

ケーブルでパソコンにつないで映し

出すこともできる。

「FirstPass」は緑色のFOMAカ

ードに格納されているが、利用者の

識別情報のみで、名前などの個人情

報が入っていないため、亀田メディ

カルセンターでは、本当に患者本人

なのかどうか特定するために、初期

登録は病院窓口において対面で行っ

ている。なお、亀田メディカルセン

ターでは、パーソナルなサービス展

開に向けて、７月から病院内での携

帯電話使用を、一部の例外を除いて

全面解禁している。

NTTドコモでは、亀田メディカ

ルセンターの「受ける医療から参画

する医療へ」というコンセプトのも

とに、FOMAを活用した医療デー

タの閲覧を、既存のパソコンを使用

した場合に比較してどれだけ使い易

さを近づけられるか、という点に留

意しながら、「PLANET」のネット

ワーク拡大に協力。

同病院の患者からも、いつでも、

どこからでも、携帯電話を使って自

分のカルテ情報にアクセスできると

いう利点について好評を頂いてい

る。将来は、画像データの閲覧や入

力データのグラフ化などの新たな課

題にも取り組んでいく。

万が一の時に、患者が最も必要と

している医療情報を、携帯電話とい

う身近なツールで受け取れる意義は

大きく、患者と医師がお互いに情報

を共有することによって両者が「オ

ープン・パートナー」となる方向性

を見出せる。すでに、千葉県内だけ

でなく東京都内を含めて、約 20医

療機関が「PLANET」に参加して

おり、今後も多くの医療機関の参加

が期待される。
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メニュー画面 カルテ項目別履歴画面 自己記録入力画面

いつでも、どこでも医療情報を
すばやく閲覧できるシステム


